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維持管理に配慮した新設橋梁の細部構造
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１．はじめに

新設橋梁の建設にあたり中日本高速道路名古屋支

社（以下「当社」という。）では、管理部門と連携し、管理

の現状を踏まえ維持管理に配慮した新設橋梁の建設を

行っている。特に本論で紹介する排水装置、伸縮装置、

検査路などの付属物に対し細やかな配慮を行うことによ

り、付属物のみならず本体構造物の長寿命化や補修コ

スト削減などに大きく寄与するものと考えている。

２．現状と対策

2-1 橋梁排水装置

橋梁の広幅員・長支間化や流末排水の集約化等に

伴い、新設橋梁では、排水装置への負担が増加してお

り、供用後早期に損傷する事例が少なくない。また、損

傷個所からの漏水等により橋梁本体の局部的な劣化が

促進されるなど、本体構造物の健全度に影響する損傷

も報告されている。そのため、橋梁排水装置についても、

点検、補修などの維持管理に配慮した設計施工を行う

こととした。

(1) 損傷事例と原因

橋梁排水装置は、排水

ます、排水管、伸縮継手、

取付金具で構成されてい

る。特に損傷が多いのが

排水管接続部の分岐管や

伸縮継手など（写真-1､2）

である。これらの原因は、

橋梁本体の主たる材質で

あるコンクリートや鋼と、排

水管の主材質である塩化

ビニールの線膨張係数が

異なること。橋梁の長支間

化による排水管延長の増大などにより接続部の伸縮量

の増大や、分岐管や伸縮継手への応力集中などが考

えれられる。

また、排水マスと排水管の取付位置からの漏水も多く、

漏水した水が排水管を伝って取付金具や桁本体を損

傷させる一因となっている。

(2) 対策

損傷事例と原因を踏

まえ、新設橋梁では以

下の対応を行うこととし

た。

・排水ますと排水管の接

続部の支持方法をより

強固なものとし、漏水した場合でも、橋梁本体へ水が伝

わないように桁ウェブ手前に水切り（写真-3）を設置す

る。

・水平方向の排水管では、ます間に必ず伸縮継手を設

置するとともに、排水管の接続位置は、断面力が小さい

位置（図-1）とした。

・排水管設置位置を原則検査路直近とし、近接目視で

点検可能な位置とする。

2-2 伸縮装置及びその周辺の防水構造

新設橋梁での伸縮装置は、非排水構造を基本として

いるが、弾性有機材料を用いた止水構造であるため、

一般的に本体構造物と比べ耐久性が低く、更新が必要

な材料である。また、止水材の劣化により漏水が発生し

ても、作業の困難さなどの理由により長期間放置される

ことも少ない。そのため、伸縮装置の止水材を更新でき

写真-1 接続部からの漏水

写真-2 分岐管の損傷

写真-3 水切り性能確認試験

図-1 排水管の設置金具と接続位置

排水管接続位置

Ｍ-図

取付金具取付金具

排水管
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る細部構造及び漏水

を考慮した周辺構造

物の防水対策を行う

こととした。

(1) 損傷事例と原因

伸縮装置止水材の

経年劣化による非排

水機能の低下、更に

は、冬季の凍結防止

剤路面散布により腐

食性物質を含んだ伸

縮装置等からの漏水

が、コンクリート構造物

の塩害劣化（写真-4）や、鋼桁端部・支承等の腐食（写

真-5）などの損傷を引き起こしている。また、伸縮装置

直下には電気通信管路等が配置されているケースもあ

り、これらについても支承等と同様な変状が発生してい

る。

(2) 対策

これらの損傷事例と原因

を踏まえ、新設橋梁では

以下の対応を行うこととし

た。

・伸縮装置の止水材上面

と鋼製フィンガー間に滞水

した水を排水するための

溝（写真-6）を設置する。

・伸縮装置の止

水材交換が側面

より行えるように

エンドプレートを

取り外し可能な

構造とする。

・伸縮装置の非

排水構造の劣化

による漏水用の

樋を維持管理しやすい構造（図-2）へ変更する。

・伸縮装置等からの漏水が桁を伝わないように桁端部

に水切りを設置（図-3）する。

・桁端部のコンクリート構造物へ表面保護工を実施する

とともに、排水勾配を確実に確保（図-4）する。

2-3 検査路

検査路は、本体構造物を長期間にわたって点検する

ための重要な施設であるとともに、補修工事を行う際の

足場設置作業にも活用している。そのため、維持管理

が行いやすいように以下のような配慮を実施した。

・交差道路等への落下物等による第三者被害防止の観

点から側面へつま先板を設置。

・手すりの抜け落ち防止のための短い手すりには端部

加工（図-５）を実施。

・鋼橋の中間横桁へのステップ設置（図-５）。

３．おわりに

橋梁排水装置、伸縮装置やその周辺の防水構造、お

よび、検査路の配慮について紹介したが、これらの新設

橋梁時の対応と更新部材の適切な維持管理を行うこと

により、橋梁本体の長寿命化はもちろん付属物の長寿

命化にも寄与し、LCC 最適にも繋がると考えている。更

に、誌面の制約で本文では紹介できなかったが、塩害

地域のコンクリート表面保護や鋼橋の少補剛設計等に

よるコバ等の塗装弱点部の削減、溶接部の疲労耐久性

向上対策なども実施している。

当社においては、今後とも保全部門、建設部門が連

携し、維持管理に配慮した新設橋梁の建設を一体とな

って進めていく所存である。

シール材

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材
押え板

集水板（SUS）

排水樋（塩ビ・FRP・SUS 等）

取り付けボルト

（SUS）

誘導板（SUS）

図-2 伸縮装置の漏水対策

図-4 橋台部の表面保護工範
囲と排水勾配

写真-5 鋼橋の漏水状況と本体
の損傷

写真-4 漏水状況と本体の損傷

漏水による

局部劣化

鉄筋の露出・

腐食

溝切

写真-6 鋼製フィンガーの
排水溝

図-3 伸縮装置周辺の水切り

図-5 検査路手すりの抜け落ち防止等

鋼桁の腐食に

よる断面欠損

中間床版下端

張出床版下端

主桁下端

張出床版下面

主桁端面

床版端面

ウェブ側端

ウェブ側面

100㎜

水切り形状

30㎜

中間横桁

※必要であればステップを設ける。

抜け落ち防止加工

A部詳細
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